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 まちで
発見！

　議会だよりのこのページで、これまで多久の偉人として、「電気工学の祖 

志田林三郎」「司法の父 鶴田斗南」「炭坑王 高取伊好」「微量天秤の先駆者 

飯盛挺造」「佐賀藩を代表する学者・文化人 草場佩川」「幕末・明治時代の漢

学者 草場船山」を紹介してきました。彼らは皆、東原庠舎で学び活躍した

人々です。

　今回は、多くの人材を輩出して

きた「東原庠舎」を創設した「多久

四代領主 多久茂文」を紹介しま

す。

　多久茂文は、佐嘉藩２代藩主鍋

島光
みつ

茂
しげ

の３男として生まれ、幼くし

て多久氏に養子に迎えられ、1686年（貞亨３年）に18歳で家督を相続しま

した。

　幼いころから「好学の徒」といわれるほど学問好きであり、領内の平和と

繁栄には、儒学を興し、人を育てることが肝要であると考え、1699年（元禄12年）佐賀から著名な儒学者河
かわ

浪
なみ

自
じ

安
あん

を招き、東原庠舎を創設しました。1708年（宝永５年）には「廟
びょう

舎
しゃ

を視れば、則
すなわち

敬を思う」という先人の言葉

どおり、孔子の教えの象徴として、儒学の祖・孔子を祀る多久聖廟を創建し、文教の地・多久の礎を築きました。

茂文、『多久領改造』に取り組む！

　茂文は、文教の地を築いた領主として、その功績が讃えられ

ることが多いですが、他にも有明海に連なる潟地であった東多

久町納所を干拓し、100ヘクタールに及ぶ水田地帯を整備（納
のう

所
そ

搦
がらみ

）し、また、村民の願いにより、椀
わんの

瀬
せ

堰
せき

を水源として牟田辺ま

での、牟田辺灌漑水路を構築する等、農業基盤の整備のために、

大きな土木事業を領の直営で取り組みました。

〜文教の地の基礎を築いた　多久四代邑主〜
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▲東原庠舎

▲多久茂文の像
茂文の『教育』と『政治への決意や理想』は、

後世大きく開花し、多くの人材を輩出しています！


